
遠州灘と駿河湾の海浜たい積物について

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-12-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 橋本, 隆夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00026115URL



し しも

校科

はじめに

1 とIt'う なる海 していて、 'It' 

をつくるため、 治込 を j河口にいたる約列

をくまなく歩き、

らを分析、検討して

形

してみた。

たし ち

は陸棚が広く発達した遠浅の海で1 駿河湾は控槻の

この地域は天竜)I!χ 大井川、太田illなどの河川によってつくら

などについて ない、

く な;毎である Q

布し と7J:

っているが、御前崎、地頭方付近に Vd-;;f71?I7-7i' VY初、 にあらわれてい o

の西の白羽より認では砂丘地となっている O

-eなく、こと で、

での主 3カ所について測定してみると 1 3. 丸五 で平均 5.0廷で、

るつ

三海浜磯の分布
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所的小砂と混合した砂磯帯をなしている O
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磯 100留の機種を調べてみると、一般に砂岩擦が多く、とくに駿河湾側では著しい。他の擦で

JlI河口から東に多く分布する花こう岩操、御前崎から地頭方相良付近に多い新第三系から供給された
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のではないかと考えられる O こうした理由としては河川水の流入によち塩分濃度が急変しやすいこと、
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